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取付接続説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事
項を守らないと、火災や人身事
故になることがあります。

この取付接続説明書には、事故を防ぐための
重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
ています。この取付接続説明書をよくお読み
のうえ、製品を安全にお使いください。お読
みになったあとは、いつでも見られるところ
に必ず保管してください。

安全のために

警告表示の意味
取付接続説明書および製品では、次のような表示をし

ています。表示の内容をよく理解してから本文をお読

みください。

この表示の注意事項を守らないと、火

災・感電などにより死亡や大けがなど

人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感

電やその他の事故によりけがをしたり

自動車に損害を与えたりすることがあ

ります。

警告

注意

注意を促す記号

火災 感電

行為を禁止する記号

禁止 分解禁止

感電火災

下記の注意を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

助手席用エアバッグシステムの動作を妨げな
いように取り付ける
動作の妨げになる場所に取り付けると、エアバッグが

正常に働かず、けがの原因となります。

ステアリングやブレーキ系統、タンクなどに
ある車の性能を維持するための部品を使わな
い
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリング

やブレーキ系統、タンクなどの部品を使うと、制動不

能や火災の原因となります。

禁止

運転操作や車体の可動部を妨げないように取
り付ける
運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げになる場

所に取り付けや配線をすると、事故や感電、火災の原

因となります。

• ネジやシートレールなどの可動部にコード類をはさ
み込まない。

• コード類はまとめる。

• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなど
が正しく操作できることを確認する。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つけな
い
火災の原因となります。車体に穴を開けて取り付ける

ときは、パイプ類、タンク電気配線などの位置を確認

してください。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多い場
所には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電の原因

となります。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を取る

と、リード線の電流容量を超えてしまいます。内部の

点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓口

にご依頼ください。

禁止

禁止

分解禁止

警告
下記の注意を守らないとけがをしたり自動
車に損害を与えたりすることがあります。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、しっかり

固定できないなどで、火災やけがの原因となることが

あります。

注意

警告

警告

操作説明については、接続するマスターユニット

の取扱説明書をご覧ください。

主な仕様
寸法 約 43 × 83 × 49 mm （幅/高さ/奥行き）
質量 約 70 g
付属品 ネジ （1）

取り付け台 （1）
クランパー （1）
シール （8）
取付接続説明書 （1）

VOLつまみ
SOUND（SEL）*ボタン

つまみの操作方向について
本機のVOL、PRESET/DISCおよびSEEK/AMSつま
みの操作方向は、あらかじめステアリングカバーの左

側に取り付けることを想定して左回りが＋となるよう

に設定されています。

VOL、PRESET/DISCおよびSEEK/AMSつまみの操
作方向は逆にすることができます。取り付ける場所に

より操作方向に違和感がある場合は、切り換えてくだ

さい。

VOLつまみを押しながらSOUND（SEL）*ボタンを2
秒以上押します。

マスターユニットのリセットボタンを押すと、操作方

向は購入時の設定に戻ります。

* 接続するマスターユニットによりボタン名が異なります。



取り付けと接続

取付/接続部品

取り付ける前に
ステアリングコラムカバー、ダッシュボード、セン

ターコンソールなどの操作しやすい場所に取り付けて

ください。

取り付け場所の例

取り付け（例：ステアリングコラムカバーに取り付ける場合）

A ⊕K3 × 12 B 取り付け台

C クランパー

ご注意

• 運転の妨げにならない場所（ハンドル操作やレバー操作
に影響のない場所）に取り付けてください。

• 同乗者の安全を損なうおそれのある場所には取り付けな
いでください。

• 取り付けるときに、車の配線コードなどを傷つけないよ
う十分注意してください。

• 直射日光や、ヒーターの熱風が当たるなど高温になる場
所には取り付けないでください。

取り付け場所を決め、取り付け場所の表
面をきれいにします。

取り付け場所に、ネジ穴用の印を付けます。
印を付けるには、取り付け台Bにあるネジ用
の穴を使います。

コラムカバーをはずし、印を
した場所にø2mmのネジ穴を
開けます。

1 2 3
ごみや油などが表面に

付着していると、両面

テープの接着力が低下

します。

シールについて
本機には、ボタン名称のシールが4種類付属しています。マスターユニットのボタン
に合ったシールを取り付ける向きに合わせて貼ってください。お使いになるシールの

種類についてくわしくは、マスターユニットの取扱説明書をご覧ください。

接続
ロータリーコマンダーのプラグを、マスターユニットの裏面にあるロータリーコマン

ダー入力端子に接続してください。

くわしくは、接続するマスターユニットの「取り付けと接続」説明書をご覧ください。

取り付け場所の表面と取り付け台Bの両面テープを20～30℃に温め、
ネジ位置と合わせながら取り付け台を強く押し付け、接着します。その
あと、付属のネジAで取り付けます。

4
ご注意

ステアリングコラムにコラムカ

バーを取り付けるとき、取り付

け台を固定しているネジとステ

アリングの回転部分や、操作レ

バーの作動部分、コード類など

が接触していないことを必ず確

認してください。

ネジ穴

接続後、コマンダーのプラグが抜けないように

コードにたるみをつけ、付属のクランパーCで

他の接続コードと一緒に束ねてください。 取り付ける向きに合わせてシールを貼ります。

SOUND

LIST
MODE

SOUND

LIST
MODE

マスターユニット

C

たるみ

ステアリングコラムにコラムカバーを取り付け、コマン
ダー底面にある固定穴（4か所）を取り付け台のツメの部分
に合わせ、コマンダーを取り付けます。

5

ネジを締めたあと、コラムカバー裏側に飛び

出したネジの先端をガムテープなどで覆い、

コード類の損傷を防止してください。

取り付け台Bが取り付けにくいときは、コラ

ムカバーに合わせて切ってお使いください。

固定穴

B

B

A

m

ガムテープなど
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